




A Study of educational practice to respect individuality 
─ Attempts to utilize the reality of group members through role setting ─
Naoe YOKOYAMA
Abstruct 
　The aim of this study was to clarify the educational effects in social work training, and 
to examine the results of the six points of the enhancements of the exercises which were 
conducted. The six points are as follows: 1. Take time to understand each other at the face 
to face, 2. Each person shares with having different tasks and consciousness, 3. Encourage 
students to speak what they thought, 4. Clearly tell the target, 5. Includes realistic news, 
incidents, events, and provides visual information, 6. Students alternately play the role of 
leaders.
　As a research method, we carried out 30 exercise programs to eight students who finished 
practical training at the field, analyzed the progress records and student records, and 
additionally it analyzed by preceding research and guidelines.
　The following six results were obtained: 1. Importance of thinking exercise as a place 
of active learning, 2. Each student experiences the role of leader in exercise, 3. Encourage 
them to be conscious of individual missions, 4. Learning by making use of the reality of 
relationships among members, 5．Progress of exercises at 3 stage levels, 6. It is necessary to 
position interactive communication as the foundation of exercise.





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２） Pedagogyは通常の教育学の意味で使用され， Andragogyは，Malcolm S. Knowles（1913米国）によって，成人
教育における主要な概念として発展させたとされる。ポイントは４点であり，①成人は自分たちが学ぶことに
ついてその計画と評価に直接関わる必要がある（自己概念と学習への動機付け）。②（失敗も含めた）経験が学
習活動の基盤を提供してくれる（経験）。③成人は，自分たちの職業や暮らしに直接重要と思われるようなテー
マについて学ぶことに最も興味を示す（学習へのレディネス）。④成人の学習は，学習内容中心型ではなく，問
題中心型である（学習への方向付け）。
３） 筆者は，相談援助演習のⅣ・Ⅴを担当しており，対象学生は夏季期間に23日以上180時間以上の相談援助実習を
終えた３年生８名を担当していた。相談援助演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲではコミュニケーションスキルや，ジェノグラム・
エコマップの作成，面接技法の基礎などを盛り込んだ学習を行なうが，実習後の本演習では実習体験を踏まえて，
さらに実践力を養成することが求められる。
４） 共同学習の位置づけのための理論的視点として，OECD教育研究革新センター編著　立田慶裕ら監訳「学習の
本質−研究の活用から実践へ」明石書店を参考とした。この中で，「動機づけの提供」，「社会的つながり」，「認
知的発達」，「認知的精緻化」が挙げられており，精巧な説明，ピア・モデリング，学習の奨励などが重視され
ている。これらの点を2017年度の演習授業の軸として活用した。
５） プロシューマーとは「プロデューサー」と「コンシューマー」の合体による言葉である。学生をプロシュー
マーとして位置づけることについては，岩田泰夫（2012）「主体的な学習を進めるための授業の実際」相川書房　
26-27に詳しい。
６） 社会の変化の中で，これらの若者にみられる状況については次の内容が詳しい。神保哲生・宮台真司（2009）「格
差社会という不幸」春秋社　89-106
７） 邑本俊亮（2012：13-16）は，授業内容について本人の解釈結果が作り上げられていくことをメンタルモデルと
呼んでいる。理解を支援する方法として事前に提供する枠組み情報のことを「先行オーガナイザー」と呼んで
おり，「授業における文脈づくり」，「既有知識の活性化を支援する」こと，「メンタルモデルの構築を支援する」
の３点を“理解を支援する方法”として挙げている。既有知識の活性化としては，学生の知識状態の把握や，
142 相談援助演習における個別性尊重の教育実践の意義と課題─役割設定によるグループリアリティを活かした試み─
タイトルの導入の重要性，既習事項の想起の教示，知識を適用しやすい教材や課題の選定を述べている。
８） J-Ｃフィユー編（2001：109）では，さらに「ひとりひとりの内面に，この社会的存在を形成することこそ，まさに，
教育の最終的な目的に他ならないわけである」と，教育の人間形成的な作用について述べている。
９） 事例に依拠した経験に関連づけられた授業を発展させたのは，J.シェラーであるとH. グードヨンスは紹介して
いる。グードヨンスは，都市化による画一性や，道路の社会化の減少などの空間の変化，感性的経験の喪失 
（4-12）などにより，現実が次第に消えていき，行為する機会も減少していると提起している。
10） 学びを共同の実践体をベースにする考え方である。ウィリアム・F・ハンクスは，学習者がゆるやかな条件の
もとで実際に仕事の過程に従事することによって業務を遂行する技能を獲得していくことを「正統的周辺参加
（Legitimate Peripheral Participation）」と提起している。レイヴらは，「学びの実践共同体は，社会や文化の中
にあり，学校や教室はそこへ子どもがアクセスしていく橋渡しの場とみなすべき」ではないかと問いかけている。
ジーン・レイヴら　佐伯　胖訳（2011）　「状況に埋め込まれた学習─正統的周辺参加─」産業図書株式会社　７，
187-188
11） 授業内容について本人の解釈結果が作り上げられていくことをメンタルモデルと呼んでいる。理解を支援する
方法として事前に提供する枠組み情報のことを「先行オーガナイザー」と呼んでおり，「授業における文脈づく
り」，「既有知識の活性化を支援する」こと，「メンタルモデルの構築を支援する」の３点を“理解を支援する方 
法”として挙げている。既有知識の活性化としては，学生の知識状態の把握や，タイトルの導入の重要性，基
収事項の想起の教示，知識を適用しやすい教材や課題の選定を述べている。
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